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 はじめに 













1920年以降東アジア各地  2） に設立されたタタール人コミュニティに関するデュンダルやオスマ
ノヴァの研究書［Dündar 2008; Usmanova 2007］に見られる程度である。特にオスマノヴァの研
究は，奉天（現在の瀋陽）において刊行されていたタタール語新聞『ミッリー・バイラク  Milli 







































































































江川警察署 熱田警察署 鍋屋警察署 門前警察署 笹島警察署 総計
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
昭和元（1926）年 2 1 12 7 14 8
昭和2（1927）年 3 1 10 6 4 6 3 2 20 15
昭和3（1928）年 7 3 9 6 4 1 5 7 9 4 34 21
昭和4（1929）年 8 4 8 4 4 1 5 9 6 2 34 20
出典：『名古屋市統計書』第28～31回
表2　 昭和5～13年における名古屋在留の露国・旧露国人※1の人口
世帯数 男 女 総計
昭和5（1930）年 16 29 25 54
昭和6（1931）年 11 28 22 50
昭和7（1932）年 18 32 22 54
昭和8（1933）年 13 30 21 51
昭和9（1934）年 15 36 28 64
昭和10（1935）年 14 33 28 61
昭和11（1936）年 15 29 27 56
昭和12（1937）年 13 29 26 55






昭和12（1937）年1月のものとして「十家族五十二人」［ The Nagoya Muslim Mosque : 5］などの
数値がみられる。オスマノヴァは，MBに依って1941年には35人であったとしている［Usmanova 





























































※1： Usmanova 2007: 103においては，各人を以下のように表記している。上から，H Said-
Gali, Haidar Hemetdin (Nejmetdin?), Galyam Shamuhatarov, U Said-Gali, Husain Kilki, Hasan 




































































2006：196（57）；福田 2008：34 ― 35］。ただし，行商状況については，神戸のタタール人では洋
服行商よりも金物行商に比重が高いこと［渡辺 2006：196］，西日本各地や朝鮮での行商活動が






 1）  The Nagoya Muslim Mosque では，「名古屋イスラム敎會」，「名古屋イスラム敎院」，「名古屋トルコ・タター
ルイスラム敎會」などと記されている。本稿では名古屋モスクと表記を統一する。 


























 9） ただし，同年度の『名古屋市統計書』には露国人の数は記されていない。 
























 14） デュンダルは，彼らの神戸への移住は日本軍による「強制」であったとみなしている［Dündar 2008: 74 ―
 75］。 
 15） 同じ数値は名古屋モスクの落成式において配布された冊子にも記されているが［ The Nagoya Muslim 
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